

一般社団法人日本運動器科学会 学術プロジェクト応募・実施要項

2007年3月3日理事会承認
2007年10月20日理事会修正
2012年3月29日理事会修正
2013年12月6日理事会修正
2014年3月6日理事会修正

１．プロジェクトの趣旨
　運動器科における技術の発展と研究の深化を期待してプロジェクトの公募を行います。運動器科の分野に関わる、優れた独創的なプロジェクトに一定額の助成を行います。臨床研究、基礎研究、疫学研究、医療工学、バイオメカニクス研究等、幅広く募集いたします。

２．応募の概要
①応募資格
　応募プロジェクトは原則として一つテーマとして独立した個人研究またはグループ研究を対象とします。完全公募制であり各研究者は自由に応募いただけますが、研究代表者は本学会の会員資格を有する者に限られます。また、営利企業等関係者は対象外となります。
②助成金額
　1プロジェクトあたり助成総額400万円以内。採択件数は数件とします。
③助成金使途
　助成金は研究目的のために使用し、その範囲内であれば使途を特に制限しません。通常の設備費、消耗品費、旅費、研究協力者への謝金等に使用可能です。応募書類上の予算計画が、実際の使途が大きく異なることが明らかとなった場合には、すみやかに学会に届けてください。連絡がない場合は後日、助成金を全額返還して頂きます。
④助成期間
　2年以内を原則といたします。ただし、年度ごとに途中経過あるいは成果報告と使途報告を行って頂きます。
⑤助成決定後の義務と条件
　助成金贈呈式は学会開催時の総会を予定しております。研究代表者もしくは研究者に出席頂くことになります。
　研究成果報告（成果報告書の提出と学会での成果公表）と収支会計報告の義務を負って頂くことになります。研究成果報告とは、日本運動器科学会での成果発表および助成終了後2年以内の原著論文での公表（（日本運動器科学会誌（運動器リハビリテーション）または査読のある英文誌））を意味します。



３．選考方法
①選考方法
　学術プロジェクト委員会において慎重審議の上、その答申案に基づき、直近の理事会において正式決定します。なお、審査に当たっては、下記１）〜４）の４項目について評価します。また、審査に当たる委員会メンバーが利害関係にある申請課題について、当該メンバーの審査対象から除外します。

１）本学会の学術プロジェクトとしてふさわしいか
２）研究は２年間で所期の目的を達成されるように計画されているか
３）研究者メンバーの構成は適切か
４）研究計画から見て予算の申請内容は適切か

②結果通知等
　結果は理事会で決定後直ちに代表研究者に書面にて通知されます。なお、本件に関わる情報は本学会ホームページ上に掲載するほか、学会誌等にも掲載します。

４．応募方法
①「学術プロジェクト申請書」の作成
　次頁以降の申請書を作成ください。枠の多少の変更は結構ですが、頁数を増やすなど大幅な変更は避けてください。
②提出／受付の確認
　「学術プロジェクト申請書」の提出はPDFファイルまたはWordファイルにて下記学会事務局宛にメールでお送りください。
[bookmark: _GoBack]　応募期間：2023年4月1日（土）～4月28日（金）（必着のこと）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　応募先　：〒329−0498
栃木県下野市薬師寺3311−1
自治医科大学整形外科学教室内
一般社団法人 日本運動器科学会事務局
TEL・0285−58−7374　FAX・0285−44−1301
E-mail・rishin@jichi.ac.jp

５．個人情報取り扱いについて
　個人情報は原則として利用目的の範囲内で、かつ業務遂行上必要な限度内で利用致します。法令等の定める場合を除き、事前に本人の同意を得ることなく、個人情報を第三者に提供致しません。


一般社団法人 日本運動器科学会
学術プロジェクト申請書
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